
 
 

二
〇
一
三
年
、
今
年
も
残

す
と
こ
ろ
後
わ
ず
か
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
の
よ
う

な
猛
暑
の
夏
と
な
っ
た
年
は

寒
い
冬
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

平
和
台
の
皆
様
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

 竜
巻
発
生‼

 

「
千
葉
県
北
西
部
は
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
」対
策
が
急
務
！ 

 九
月
上
旬
、
関
東
平
野
で

竜
巻
が
相
次
い
で
発
生
し
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
気
象
庁
の
竜
巻
注
意

報
は
後
手
に
回
り
、
現
状
で

は
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
未
だ

明
ら
か
で
な
い
部
分
も
多
く
、

予
測
精
度
の
向
上
に
は
限
界

が
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

発
生
個
所
を
見
る
と
異
常
気

象
に
加
え
て
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
に
負
う
と
こ
ろ
も

あ
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
我

孫
子
市
が
位
置
す
る
千
葉
県

北
西
部
な
ど
は
、
竜
巻
の
発

生
し
や
す
い
地
区
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

九
月
二
日
の
野
田
市
の
竜
巻

で
は
、
耐
震
補
強
工
事
中
の

中
学
校
体
育
館
の
壁
や
足
場

が
吹
き
倒
さ
れ
、
多
く
の
民

家
や
寺
、
事
業
所
の
屋
根
が

吹
き
飛
ぶ
な
ど
、
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
人
的
な

被
害
が
軽
傷
一
名
で
済
ん
だ

こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
、
奇

跡
と
も
い
え
る
出
来
事
で
し

た
。 も

し
、
そ
の
竜
巻
が
我
孫

子
市
内
で
発
生
し
、
高
濃
度

放
射
性
物
質
を
含
む
焼
却
灰

が
一
時
保
管
さ
れ
て
い
る
手

賀
沼
流
域
下
水
道
終
末
処
理

場
を
襲
っ
て
い
た
ら
、
簡
易

テ
ン
ト
内
に
フ
レ
コ
ン
パ
ッ

ク
で
保
管
さ
れ
て
い
る
焼
却

灰
は
一
体
ど
う
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
考
え

る
と
末
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。

一
刻
も
早
い
最
終
処
分
場
の

確
保
（
施
設
整
備
）
、
保
管
に

お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 焼
却
灰
保
管 

問
題
は
暗
礁
へ 

 現
在
、
手
賀
沼
終
末
処
理

場
で
の
高
濃
度
放
射
性
物
質

を
含
ん
だ
焼
却
灰(
指
定
廃

棄
物)

保
管
問
題
は
柏
市
、
流

山
市
、
松
戸
市
か
ら
の
焼
却

灰
の
搬
入
が
予
定
量
の
五
分

の
一
の
約
五
百
三
十
ト
ン
で

一
時
的
に
停
止
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
三
市
と
も
汚
染
灰

の
処
理
に
腐
心
し
て
い
ま
す
。

保
管
施
設
の
安
全
性
、
国
の

最
終
処
分
場
が
決
ま
ら
な
い

中
で
一
時
的
に
搬
入
さ
れ
た

放
射
性
物
質
の
撤
去
問
題
は

未
だ
解
決
に
は
程
遠
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

十
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た

国
の
有
識
者
会
議
で
は
、
最

終
処
分
場
の
候
補
地
選
定
の

共
通
ル
ー
ル
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
県

ご
と
の
地
域
事
情
に
合
わ
せ

た
評
価
項
目
を
加
え
て
、
場

所
の
選
定
に
入
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
受

け
入
れ
候
補
と
な
っ
た
自
治

体
は
難
色
を
示
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
候
補
地
選
び
は
難

航
が
必
至
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
三
月
末
ま
で

に
国
の
最
終
処
分
場
が
確
保

さ
れ
な
け
れ
ば
、
三
市
は
焼

却
灰
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
条

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
新
た

な
保
管
場
所
が
期
限
ま
で
に

確
保
で
き
る
の
か
」
国
の
力

量
が
今
、
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

               
 

 

       

■
秋
を
堪
能
す
る
た
め
に
文

化
の
森
に
出
掛
け
よ
う
！  

 

～
い
き
づ
く
森
と
水
と
文
化
の
に
お
い
～ 

 

第
十
六
回
我
孫
子
国
際
野
外

美
術
展
開
催
！ 

 
 

〈
作
品
展
示
期
間
〉 

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
六

日
（
土
）
～
十
一
月
十
日
（
日
） 

〈
会
場
〉 

布
佐
市
民
の
森
・
相
島
の

森
・
宮
の
森
公
園
・
布
佐
の

ま
ち
周
辺 

 

こ
の
美
術
展
で
は
、
国
内
外

か
ら
の
招
待
作
家
・
一
般
作

家
・
実
行
委
員
兼
作
家
に
よ

る
約
四
十
点
の
作
品
が
布
佐

の
ま
ち
を
彩
り
ま
す
。 

今
年

は
十
一
名
の
招
待
作
家
が
参

加
。
海
外
か
ら
は
、
北
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・

中
欧
は
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
・
南
ア
ジ
ア
の
大
国
イ

ン
ド
・
西
ア
フ
リ
カ
に
位
置

す
る
ト
ー
ゴ
よ
り
国
際
色
豊

か
な
作
家
が
集
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
作
家
が
布
佐
の
ま

ち
を
歩
き
、
作
品
の
展
示
場

所
を
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
を
胸
に
作
品
の
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 
焼却施設内で

の保管量 

一時保管施設

への搬出量 

柏市 ６９１ ２９６ 

松戸市 ９１４ ５２ 

流山市 ９７２ １７８ 

                                                   
私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

後援会討議資料         印南 宏レポート（第８６号）        平成２５年１０月発行 
 

平成２５年１０月１９日発行 
第８６号 

 
発  行 

印 南  宏 後 援 会 
発行責任者 印南 宏  

■放射性焼却灰の保管状況 

※単位トン、平成２５年８月末現在 

 



九
月
議
会 

 九
月
議
会
は
、
二
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
の
二
十
三
日
間
行
わ
れ

ま
し
た
。
主
な
議
案
は
①
職
員
の

再
任
用
に
関
す
る
条
例
②
生
活
一

時
金
貸
付
基
金
の
条
例
の
廃
止
③

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
④
六

月
議
会
で
撤
回
さ
れ
持
ち
越
さ
れ

た
体
育
館
・
つ
く
し
野
多
目
的
運

動
広
場
の
高
齢
者
（
六
十
五
歳
以

上
）
使
用
料
の
見
直
し
⑤
財
産
の

取
得
（
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更

新
）
⑥
市
道
路
の
認
定
⑦
一
般
会

計
補
正
予
算
⑧
平
成
二
十
四
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
の
認

定
⑨
教
育
委
員
の
任
命
な
ど
十
四

件
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 印
南 

宏
の
市
議
会 

に
お
け
る
取
り
組
み 

 九
月
議
会
で
は
本
会
議
に
お
け

る
一
般
質
問
に
登
壇
、
総
務
企
画

常
任
委
員
会
で
も
質
問
と
要
望
を

行
い
、
徹
底
審
議
に
努
め
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

現
在
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定

中
の
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は

副
委
員
長
と
し
て
活
動
、
よ
り
市

民
に
身
近
で
頼
り
に
な
る
市
議
会

を
つ
く
る
た
め
に
我
孫
子
市
議
会

の
活
性
化
・
議
会
改
革
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 
       

《
主
な
争
点
》 

 

○
任
期
途
中
で
教
育
長
が
交
代 

 

八
月
十
九
日
、
中
村
教
育
長
が
議

員
と
の
市
政
懇
談
会
の
席
上
、
突

然
「
辞
任
」
の
意
向
を
表
明
。
一

連
の
教
育
行
政
の
問
題
（
内
申
書

記
載
ミ
ス
）
の
責
任
を
と
る
形
で

辞
任
。（
再
発
防
止
の
一
定
の
目
途

が
つ
い
た
と
判
断
）
後
任
は
総
務

部
長
、
倉
部
俊
治
氏
。
九
月
二
日

の
市
議
会
初
日
に
教
育
委
員
の
人

事
案
の
承
認
を
受
け
た
後
、
同
日

行
わ
れ
た
教
育
委
員
会
で
教
育
長

に
就
任
。
非
教
育
畑
か
ら
の
教
育

長
の
就
任
は
我
孫
子
市
政
で
初
の

教
育
長
人
事
と
な
っ
た
。 

 

○
再
任
用
制
度
の
導
入 

 

市
職
員
定
年
退
職
者
が
対
象
（
六

十
歳
以
上
）
、
常
勤
・
短
時
間
勤
務

（
基
本
は
短
時
間
勤
務
職
員
が
中

心
）
、
賃
金
（
主
査
級
二
十
五
万
～

二
十
七
万
＋
諸
手
当
）
、
二
十
六
年

四
月
一
日
よ
り
実
施 

 

○
請
願
・
陳
情 

 

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
を

求
め
る
請
願
を
可
決
、
陳
情
「
市

民
税
等
の
減
免
等
に
対
す
る
条
例

等
の
改
正
（
市
民
税
・
国
保
税
）
」

リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
給
与
所
得
者
に

対
す
る
減
免
等
の
陳
情
は
否
決
。 

 

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会 

制
定
中
の
「
議
会
基
本
条
例
」

の
中
間
報
告
さ
れ
る
。（
二
十
六
年

度
中
に
制
定
予
定
） 

 
 

○
草
刈
業
務
再
委
託
問
題
（
契
約
の

違
法
性
） 

 

市
が
発
注
の
排
水
施
設
草
刈
業
務

の
再
委
託
問
題
、
担
当
す
る
部

長
・
課
長
に
「
厳
重
注
意
」
の
懲

戒
を
発
令
、
第
三
者
機
関
で
調
査

す
る
こ
と
を
検
討
。
同
じ
入
札
に

参
加
し
た
業
者
へ
の
再
委
託
を
罰

則
付
き
で
禁
止
す
る
規
約
を
年
内

に
設
け
る
。 

 

○
発
議
案
第
一
号
我
孫
子
市
議
会
議

員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

（
定
数
二
十
四
人
→
二
十
二
人
と

す
る
案
は
否
決
）
現
在
、
制
定
中

の
議
会
基
本
条
例
の
中
で
定
数
に

つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

印
南 

宏 

個
人
質
問
（要
旨
） 

 

印
南 

宏
の
質
問
内
容
は
我
孫
子

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
市

議
会
ネ
ッ
ト
中
継
・
録
画
で
い
つ

で
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

覧
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

http:/
/
w
w
w
.discussv

ision.n
et/

a
bikosi/

2
.htm

l 
 

印
南 

宏
の
一
般
質
問
要
項 

 大
綱
１ 

ど
う
す
る
成
田
線
の
利
便
化 

 
成
田
線
活
性
化
推
進
協
議
会
の
活

動 
 

○
成
田
線
沿
線
活
性
化
事
業
の
再 

構
築
を
！ 

○
交
差
部(
成
田
線
と
成
田
新
高 

速
鉄
道)

へ
の
新
駅
設
置 

○
成
田
空
港
活
用
協
議
会 

○
成
田
空
港
行
快
速
電
車
の
運
行 

大
綱
２ 

新
木
駅
の
橋
上
駅
舎
化
と
定
住
人

口
増
加
策 

 

○
愛
着
の
わ
く
新
木
駅
舎
に
！ 

○
橋
上
駅
舎
に
生
ま
れ
変
わ
る
新 

木
駅
を
定
住
人
口
増
加
策
に
活 

用
を
！ 

○
新
木
駅
南
口
近
隣
商
業
用
地
の 

行
方 

○
新
木
駅
北
口
広
場
整
備
の
促
進 

○
下
新
木
踏
切
の
拡
幅
整
備 

 

■
ど
う
す
る
成
田
線
の
利
便
化 

 我
孫
子
市
は
東
西
に
細
長
い
街

で
す
。
こ
の
街
を
住
む
街
と
し
て

選
ん
で
も
ら
う
に
は
、
東
西
を
走

る
成
田
線
の
利
便
化
、
そ
の
実
現

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
誰

が
考
え
て
も
明
ら
か
な
こ
と
で
す
。 

 

現
在
の
人
口
減
少
の
対
策
と
し

て
も
、
ま
た
財
政
の
健
全
化
の
た

め
に
も
成
田
線
の
利
便
化
が
我
孫

子
市
の
将
来
を
そ
の
命
運
を
握
っ

て
い
る
。
そ
う
言
い
切
っ
て
も
間

違
い
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
二
〇

二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機
に

も
う
一
度
、
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
、

成
田
線
の
利
便
化
を
考
え
、
利
便

化
に
向
け
て
行
動
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
九
月
議
会
で
は
成

田
線
の
利
便
化
に
的
を
絞
っ
て
質

問
と
提
言
を
行
い
ま
し
た
。 
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印
南 

成
田
線
活
性
化
推
進
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
成
田
線
利
用
促
進
の

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
、
駅
か
ら
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
の
「
沿
線
活
性
化
事

業
」
の
再
構
築
を
行
い
、
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
成

田
線
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、「
成
田
新
高
速
鉄

道
へ
の
交
差
部
へ
の
新
駅
の
設

置
」
は
、
是
可
否
で
も
実
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
成
田
線
新
高

速
鉄
道
と
の
交
差
部
へ
の
新
駅
設

置
の
実
現
は
成
田
線
の
利
便
化
に

不
可
欠
な
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
に
「
成
田
空

港
活
用
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
活
用
協
議
会
に
参
加
す
る
中

で
、
重
要
な
こ
と
は
空
港
利
用
者

の
利
便
性
向
上
や
観
光
振
興
な
ど

の
戦
略
を
「
い
か
に
成
田
線
沿
線

を
そ
の
戦
略
の
中
に
入
り
込
ま
せ

る
か
」
で
あ
る
。 

現
在
、
成
田
空
港
で
は
国
際

線
・
国
内
線
の
新
規
就
航
や
増
便

を
は
じ
め
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空

会
社
）
二
社
の
新
規
就
航
な
ど
新

た
な
利
用
客
増
へ
の
動
き
が
相
次

い
で
い
る
。
し
か
し
、
北
関
東
地

域
か
ら
の
空
港
ア
ク
セ
ス
は
貧
弱

な
ま
ま
で
あ
る
。
今
後
は
成
田
線

を
活
用
し
て
、
北
関
東
地
域
か
ら

の
利
便
性
向
上
策
が
必
要
で
あ
る
。

武
蔵
野
線
・
常
磐
線
・
成
田
線
経

由
で
の
「
空
港
ア
ク
セ
ス
の
快
速

電
車
」
の
実
現
に
努
め
た
い
。 

    
 

■
新
木
駅
の
橋
上
駅
舎
化
と
定
住 

人
口
増
加
策 

 印
南 

新
木
駅
の
橋
上
駅
舎
整
備
は
現

在
、
実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
段

階
で
あ
る
。
新
木
新
駅
舎
の
設
計

ポ
イ
ン
ト
は
南
北
口
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置

す
る
と
共
に
自
由
通
路
を
新
設
し

た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
実
現
、
ト

イ
レ
を
二
階
コ
ン
コ
ー
ス
に
設
置
。

周
辺
・
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
駅

舎
と
す
る
た
め
屋
根
の
イ
メ
ー
ジ

を
新
木
の
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
も

の
に
す
る
な
ど
工
夫
に
努
め
て
い

る
。
私
は
新
木
駅
舎
を
よ
り
地
元

利
用
者
か
ら
愛
着
が
沸
く
駅
に
し

て
い
く
設
計
努
力
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
生
ま
れ
変
わ
る
新
木

駅
、
そ
の
特
徴
点
を
含
め
て
新
木

駅
の
橋
上
駅
舎
化
・
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
化
に
伴
う
、
効
果
を
定
住
化
に

つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
す
る
広

報
活
動
の
展
開
な
ど
、
戦
略
的
に

行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

新
木
駅
北
口
広
場
整
備
促
進
と
新

木
駅
の
南
北
を
つ
な
ぐ
動
線
、
下

新
木
踏
切
の
拡
幅
整
備
を
確
実
に

行
う
こ
と
が
今
後
の
新
木
駅
周
辺

の
人
口
増
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
大
切
な
事
業
と
な
っ
て
い
る
。 

 

平
成
二
十
五
年
第
一
回
我
孫
子

市
議
会
臨
時
会
が
開
催
！ 

 
 
 

東
日
本
大
震
災
で
液
状
化
被
害

を
受
け
た
我
孫
子
市
布
佐
東
部
地

区
に
市
営
住
宅(

十
一
戸)

を
建
設

す
る
た
め
に
市
議
会
臨
時
会
が
十

月
八
日(

火)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
小
規

模
住
宅
地
区
改
良
事
業
、
傾
い
て

危
険
な
家
屋
を
公
費
で
取
り
壊
し
、

解
体
後
に
自
力
で
住
宅
を
再
建
で

き
な
い
人
の
た
め
に
公
営
住
宅
を

建
て
る
事
業
で
す
。
全
壊
し
て
住

む
家
を
な
く
し
た
人
が
対
象
で
、

国
の
復
興
交
付
金
を
活
用
し
て
五

棟
十
一
戸
を
十
一
月
に
着
工
、
来

年
三
月
に
は
入
居
で
き
る
よ
う
に

完
成
さ
せ
る
事
業
で
す
。 

布
佐
東
部
地
区
は
十
月
十
六
日

の
台
風
二
十
六
号
で
も
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
被
災
者
の
皆

様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

工
事
請
負
契
約
の
内
容 

 

○
目
的 

 
 

 
 

布
佐
東
部
地
区
小
規
模
改
良
住 

宅
建
築
本
体
工
事 

○
契
約
方
法 

総
合
評
価
方
式
入
札 

○
契
約
金
額 

 
 

一
億
九
千
五
百
万
円 

○
相
手
先 

(

有)

山
田
建
築 

 
 

                 

                                           

 
印南 宏 現在の主な役職  

我孫子市議会 
会派「あびこ未来」代表(無所属) 
総務企画常任委員 
農業委員会委員(議会選出) 
我孫子市成田線を便利にする議員の会副会長 

連合千葉関係 
連合千葉議員団会議 前幹事長 

電機連合関係 
電機連合議員団会議 ブロック幹事 
電機千葉議員団 幹事長 

その他 
我孫子市サッカー協会 顧問 
我孫子市ソフトボール連盟顧問 
新聞奨学生ＯＢ会相談役（前会長）など 

❤♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯❤ 
 

＊『あびこ未来会議』 開催のお知らせ＊  
我孫子市議会の会派「あびこ未来」(グループ名) ( 印南 宏代表、早川真、
坂巻宗男、飯塚まこと)では、第７回「あびこ未来会議」(市政懇談会)を下
記のごとく開催します。今回も多くの方々のご参加を心より、お待ちしてお
ります。 
(予約の必要はありません。どうぞお気軽に、ご参加をお願いします。) 

 
テーマ：我孫子市の諸課題・みんなで考えよう我孫子の未来！！ 
    （９月定例市議会報告 契約の在り方・人口減少と街の活性化など） 
日  時：11月12日(火) ※前回に引き続き平日に設定しました。  
   午前 10時00分～久寺家近隣センター 和室     ☎7179-1166 
   午後  1時00分～図書館アビスタ本館 第二会議室 ☎7184-1110  
 

❤♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯❤ 
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私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 

 



      

朝
晩
が
め
っ
き
り
涼
し
く
な
っ
て

き
た
。
深
ま
り
行
く
秋
を
感
じ
る
昨

今
、
私
は
、
か
ね
て
か
ら
新
た
な
運

動
に
自
転
車
を
始
め
よ
う
と
考
え

て
い
た
。
や
っ
と
念
願
が
叶
い
、
思

い
切
っ
て
購
入
、
我
が
家
に
届
い
た

黒
色
の
「
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
」
。
ギ
ヤ

は
前
三
段
、
後
八
段
の
全
二
十
四
段
、

前
の
タ
イ
ヤ
部
分
に
ク
ッ
シ
ョ
ン

が
付
い
た
外
国
製
の
自
転
車
。
初
心

者
の
私
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
手
ご

ろ
な
自
転
車
だ
。
初
乗
り
は
「
手
賀

沼
一
周
」
と
買
う
前
か
ら
決
め
て
い

た
。
あ
る
休
日
の
早
朝
、
自
宅
を
出

発
。
自
宅
か
ら
手
賀
沼
一
周
は
約
四

十
キ
ロ
、
途
中
少
し
休
ん
だ
り
し
た

が
、
一
周
は
約
二
時
間
半
、
前
半
は

快
適
な
走
り
だ
っ
た
。
手
賀
沼
周
囲

の
柏
側
は
自
転
車
と
歩
行
者(

ラ
ン

ナ
ー
含
む)

の
コ
ー
ス
が
分
離
・
整

備
さ
れ
て
お
り
、
ベ
ン
チ
や
景
色
を

見
る
所
も
多
く
、
ま
さ
に
快
適
な
走

り
を
味
わ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に

比
べ
て
、
我
孫
子
側
の
コ
ー
ス
は
道

幅
も
狭
く
、
歩
行
者
と
自
転
車
の
分

離
も
さ
れ
ず
、
お
ま
け
に
所
々
の
道

路
面
か
ら
、
木
の
根
っ
こ
部
分
が
一

部
飛
び
出
し
て
い
る
な
ど
大
き
な

違
い
に
驚
い
た
。
ま
た
、
歩
行
者
か

ら
は
自
転
車
に
対
す
る
冷
た
い
視

線
を
受
け
る
な
ど
、
自
転
車
初
乗
り

は
、
ま
さ
に
「
走
り
づ
ら
さ
」
「
邪

魔
・
迷
惑
な
存
在
」
な
ど
を
感
じ
る

散
々
な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

自
転
車
が
安
全
且
つ
快
適
に
走
れ

る
コ
ー
ス
整
備
の
必
要
性
を
痛
感

し
た
。
自
転
車
が
車
と
の
衝
突
に
よ

る
「
被
害
者
」
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

歩
行
者
・
ラ
ン
ナ
ー
を
は
ね
る
「
加

害
者
」
に
も
な
り
得
る
現
在
、
自
転

車
事
故
を
減
ら
す
為
に
も
行
政
が

行
う
こ
と
は
多
い
。
新
た
な
視
点
で

自
転
車
の
安
全
対
策
を
準
備
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
ん
な
印
象
を
強
く

抱
い
た
手
賀
沼
一
周
、
自
転
車
デ
ビ

ュ
ー
と
な
っ
た
。
◆
先
日
、
久
々
に

会
っ
た
叔
母
か
ら
、
宏
さ
ん
は
「
勝

ち
組
だ
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。

ふ
と
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
よ
く

分
か
ら
な
か
っ
た
。
私
は
す
ぐ
に
叔

母
に
、
「
私
は
勝
ち
組
に
な
る
の
で

す
か
。
」
と
逆
質
問
を
し
た
。
叔
母

の
解
釈
に
よ
る
と
、
私
が
結
婚
し
て

三
人
の
子
ど
も
を
成
人
ま
で
育
て

上
げ
、
勤
め
も
正
規
社
員
と
し
て
、

そ
れ
な
り
に
働
い
て
き
た
こ
と
は

十
分
に
「
勝
ち
組
」
に
値
す
る
と
の

判
断
の
よ
う
だ
。
私
自
身
、
勝
ち
組
、

負
け
組
と
い
う
意
識
を
持
っ
た
こ

と
は
無
い
が
、
そ
の
言
葉
を
よ
く
聞

く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
た
し
か
小

泉
内
閣
の
頃
、
構
造
改
革
で
経
済
格

差
が
広
が
り
二
極
化
が
顕
著
化
に

な
っ
た
頃
だ
と
記
憶
し
て
い
る
。
マ

ス
コ
ミ
も
好
ん
で
「
勝
ち
組
、
負
け

組
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
よ
う
に
な

っ
た
。
◆
そ
ん
な
中
、
今
年
七
月
総

務
省
が
発
表
し
た
就
業
構
造
基
本

調
査
に
よ
る
と
、
非
正
規
労
働
者
数

は
二
千
四
十
二
万
人
と
初
め
て
二

千
万
人
を
超
え
た
。
雇
用
者
全
体
に

占
め
る
非
正
規
の
割
合
も
三
十
八
．

二
％
に
な
っ
て
い
る
。
現
代
は
多
く

の
企
業
で
非
正
規
雇
用
を
増
や
し
、

賃
金
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
で
競

争
力
を
維
持
し
て
い
る
。
年
収
二
百

万
円
以
下
で
暮
ら
す
人
も
多
く
、
ま

た
、
大
学
を
出
れ
ば
、
誰
で
も
就
職

で
き
る
時
代
は
遠
い
昔
の
話
で
時

代
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
ご
存
知
の

通
り
、
正
規
社
員
と
フ
ル
タ
イ
ム
の

非
正
規
社
員
で
は
生
涯
賃
金
格
差

は
約
一
億
五
千
万
円
に
も
達
し
、
大

き
な
社
会
不
安
と
な
っ
て
い
る
。
今

年
七
月
の
第
二
十
三
回
参
議
選
で

安
倍
首
相
は
「
有
効
求
人
倍
率
は
〇
．

九
倍
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
に
回

復
し
た
」
と
雇
用
の
改
善
を
応
援
演

説
に
多
く
引
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、

実
際
の
求
人
倍
率
は
回
復
し
た
も

の
の
、
正
社
員
の
求
人
倍
率
は
高
ま

っ
て
い
な
い
。
野
党
か
ら
は
、
企
業

が
正
規
雇
用
を
増
や
す
こ
と
が
景

気
回
復
の
王
道
で
あ
る
。
と
か
、
格

差
が
深
刻
化
し
て
、
こ
の
ま
ま
で
は

「
階
級
社
会
」
に
な
り
か
ね
な
い
。

な
ど
様
々
な
意
見
が
交
錯
し
、
雇
用

問
題
の
深
刻
さ
を
あ
ら
た
め
て
実

感
し
て
い
る
。
◆
来
年
四
月
に
消
費

税
率
が
八
％
に
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
今

後
、
イ
ン
フ
レ
が
進
む
、
そ
れ
以
上

の
賃
上
げ
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば

実
質
的
な
賃
金
は
切
り
下
げ
と
な

る
。
今
、
必
要
な
こ
と
は
、
企
業
が

人
材
に
投
資
し
て
能
力
を
高
め
、
社

会
が
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
で
高
付

加
価
値
の
仕
事
を
で
き
る
人
材
を

育
て
る
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
経
営
者

に
人
的
投
資
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
与
え
る
為
に
も
労
働
規
制
の

強
化
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。
働
き

盛
り
の
若
者
が
普
通
に
結
婚
し
、
子

育
て
を
安
心
し
て
で
き
る
雇
用
環

境
こ
そ
、
早
急
に
作
り
上
げ
な
け
れ

ば
、
日
本
の
将
来
は
な
い
。
◆
私
の

人
生
に
お
い
て
「
勝
ち
組
」
「
負
け

組
」
と
は
一
体
何
な
の
か
、
深
く
考

え
た
こ
と
は
な
い
が
、
あ
え
て
考
え

る
と
、
私
は
小
さ
い
時
か
ら
将
来
、

内
風
呂
の
あ
る
家
を
持
ち
た
い
、
そ

し
て
幸
せ
な
家
庭
を
築
き
た
い
と

考
え
て
い
た
。
そ
れ
が
人
生
の
最
大

の
目
標
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
仕
事

を
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
振
り
返
る
と
、
三
人
の
子
ど
も
に

恵
ま
れ
、
内
風
呂
の
あ
る
家
を
持
つ

こ
と
も
で
き
た
。
他
人
と
比
較
す
る

必
要
は
な
い
の
だ
が
、
自
己
評
価
を

す
れ
ば
「
大
勝
ち
組
」
だ
と
思
っ
て

い
る
。
健
康
な
体
を
与
え
て
く
れ
た

親
に
日
々
感
謝
を
し
な
が
ら
、
仕
事

の
終
わ
っ
た
時
の
「
う
ま
い
酒
」
を

飲
む
の
を
楽
し
み
に
毎
日
を
歩
ん

で
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

宏 

印南 宏後援会 
〒270-1198 我孫子市日の出 1131 

（日本電気労働組合我孫子支部内） 

Tel ７１８４－２８６０ 

印南 宏 自宅 

布佐平和台７－１－１８ 

Tel ７１８９－１５９８ 
e-mail  hiroinabiko@kca.biglobe.ne.jp 
HP http://www7b.biglobe.ne.jp/~innami-hiroshi/ 
ﾌﾞﾛｸﾞ http://hiroshi4649.at.webry.info/ 
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